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			相伝書日寛上人刊

			『十如私決のこと』

			*************************

			法華歌集の中の十如是

			　只今から十如是のお話を致したいと思います。十如是というのは、法華経の方便品の中に現れて来る教えでありまして、如是相、如是性、如是体、如是力、如是作、如是因、如是縁、如是果、如是報、如是本末究竟等の十であります。これは世の中の根本的法則の流れをまとめたものであります。この十種の一つ一つに皆、如是という字がついております。

			　如是というのはどういうことであるかといいますと、文字通りに言えば、かくの如しということです。かくの如しではありますが、このかくの如しというのは、ただこの通りという意味ではありません。永久にこの通りであるという意味であります。

			　だから、世の中にものが存在する以上は、仏でも、悪魔でも、鬼でも、椅子でも、腕でも、土瓶でも、形のあるものであれば、ありとしあらゆるものが、この十種の条件を備えていると云う意味であります。言い換えれば、この十種の条件を備えなければ、ものは存在するものではないということであります。

			　さて、この十如是の中の最初が如是相であります。

			一、如是相の歌

			　☆あともなく　　

			　　　　空しき空に　たなびけど

			　　　　　　雲の形は　一つならぬを

			　雲が大空に色々な形でたなびいています。やがて、跡形もなく消えてしまいます。世の中のものは全てこのようであります。如是相というのは、外に現れた姿、様子のことであります。しかしこの姿、様子というものは、さまざまに変わって行くものであります。

			　空にたなびいている雲が、何時か跡形もなく消えて行きます。

			　しかしまた、翌日になれば、新しい形の雲が空にたなびくように、これが、雲の如是相であります。「あとかたもなく空しき空にたなびけど、雲の形は一つならぬを」大空にたなびいている雲は、入道雲であったり、長い霞のような雲であったり、見ている間に千変万化して行くものであります。

			　次の如是性というのは、生まれながらの本性という体に備わったものであります。

			二、如是性の歌

			　☆にごり江や　　

			　　　　小川のみづに　しづめども

			　　　　　　まことは同じ　山の端の月

			　濁った川の流れの入り江のところは、水が澱んでおりますが、そんな濁った水の表面にも、お月様が映っています。

			　しかし、それぞれの月は、皆、山の上に現れたお月様が映っているのであります。お月様の本性というのは、山の上に出た真月も、入り江に映っている月も、同じ本性なのであります。そのことを如是性というのです。

			　性というのは、性質ということで、人間に例えて見れば、人それぞの性質ではなくて、人間というものの性質で、猫とか鼠と違うということで、人間であれば、全ての人が持っている本性ということであります。それが如是性であります。

			　次は如是体であります。

			三、如是体の歌

			　☆仮初に

			　　　　鶴のはやしの　名を立てて

			　　　　　　けぶりの後の　すがたぞ見る

			　自分の如是相と、如是性の両方を備えたものを、如是体というのであります。今ここにあるように、「仮初に鶴のはやしに　名を立てて、けぶりの後の　すがたぞ見る」これはお釈迦様が亡くなられた時のことを歌に詠んだものでありまして、鶴のはやしというのは、鶴林といって、釈尊の入滅なさったところを鶴林といいますが、亡くなられた時に、その林は丁度鶴が首を垂れているように、木々が真っ白になっている林ということで、その姿を例えて鶴の林とこう言ったのです。そのように入滅の場所を説くのであります。釈尊のお体を火葬にふした場所を定めたのであります。これはただの仮りの名前で、後世の人が鶴林と名づけたものであります。これは如是体ということを表現しております。

			　今まで言いました如是相はどういうのかというと、「あともなく　空しき空にたなびけど　雲の形は一つならぬを」それから、如是性は、「にごり江の　小川のみずにしづめども　まことは同じ山の端の月」また、今詠みました如是体、「假初に　鶴のはやしの名を立てて　けぶりの後の姿をぞ見る」という三つの歌が示しているように、この如是相と如是性と如是体であります。

			　この如是に対して申しますと、ものがあれば世の中の全て、どんなものであっても、特に生命体であっても、同じことでありますが、そのもの特有の根本的性質があります。人には人の性質、動物には動物の性質、昆虫には昆虫の性質というように、必ずそのもののもっている特有の本性があります。本性があれば、必ずその姿が外に現れてくるのでありまして、その外に現れた、人の顔かたちとかあるいは、動物の顔かたちとか、鶯の顔かたちとかいうことによって、本性の持っている、特有の性質が外に現れて、それぞれ特有の姿を表すのであります。

			　如是性からこれを考えまして、如是相の姿に性質が表れるのであります。こうして如是相と如是性と如是体の三つは、お互いに関連し合っていて、切り離すことの出来ないものであります。これを相性体の三如是というのです。

			　つまり、どうしてもこの三つを揚げなければなりません。一つの如是相を揚げれば、如是性と如是体が必要であるし、如是性を揚げれば、相と体を揚げなければなりません。また如是体を揚げれば、相と性を揚げなければなりません。

			　例えば、炭のおこったのがある、それが熱いという性質を持っている、だからこれを手で触れたときに、火傷して飛び上がるような強い刺激を感じます。そういうように、みな、外に表れる相は、その性質の現れでありまして、その性質はそのものに備わっているのであります。こういうわけで、相と性と体の三つが備わらないものはありません。これで如是相、如是性、如是体の三つの関係がどのようであるかということが解ると思います。

			四、如是力の歌

			　　　☆ふり積もる

			　　　　　　雪にたわまぬ　梅が枝の

			　　　　　　　　こころ強くも　春を待つかな

			　早春になって、次から次に降り積もる雪に、梅の枝は雪にも曲げられずに、蕾をたたえています。強い力が梅の蕾に内在していて、春のくるのを待っているのであります。回りから見れば、梅の枝がそのように強い力を持っていることは、私たちには急に解りませんけれども、その梅の奥には、強い力が蓄えられ、春になると、美しい花を咲かせるという力が内在しているのであります。これが如是力であります。先ほど申し上げました、相性体の三つを備えたものがあるとしますと、例えば人間のＡさんという人がいれば、Ａさん特有の力を持っております。力というものは、普通は他のものを押さえつけるのが力だと思っていますが、実際はそうではなくて、他のものを押さえるような目に見えるだけの力ではありません。私たちが家の中で、立ったり座ったり、お経を上げたりしておりますが、私たちが立っている床は、自分たちを支えるという大きな力を内在しているのであります。また、この家の周囲にある柱は、それほど強い力を持っているようには思えませんけれども、それ等の柱によって、重い天井や屋根を支えるという力を持っています。こういうわけでありますから、世の中にものがある以上は、力の無いものはないのであります。みな目にみえなくても見えても、その中に強い力を内在しております。それは力の多い少ないはありますが、力のないものは、この世の中にはないのであります。ものがあって、そこに生命体が存在すれば、その生命体やものには、目に見えない力が内在しております。その力が次に働いて如是作という働きとなるのであります。

			五、如是作の歌

			　　　☆日を経つゝ

			　　　　　　巣がく笹蟹　ひとすじに

			　　　　　　　いとなみ暮らす　果を知らばや

			　これは、如是作を歌った歌ですが、日を経つつ、巣がく笹蟹というのは、蜘蛛のことであります。毎日まいにち、木々の間に巣を作り続ける蜘蛛は、いったい何日かかってその網を作りあげるのでしょうか、とても見続けることは出来ません。という意味であります。

			　これはどういうことを歌ったかというと、ただ懸命に、蜘蛛の網目を作っているという働き、すなわち作用を歌ったものであります。このような蜘蛛に限らず、人間でも、全て着実に毎日朝起きたらば、蜘蛛が網作りをすると同じように、働き続けるというのです。つまり、先ほど詠んだ如是力のように「降り積もる　雪にたわまぬ梅が枝の　こころつよくも春を待つかな」といって、梅の細い枝が、目には見えないけれども、その奥にはやがて、梅の花を咲かせるという強い力が梅の枝の奥に内在しているのであります。そのように内在している力が、外に現れて蜘蛛が毎日巣を張り続けるように、その働きというものは、必ず外に現れて来ます。それを如是作というのであります。如是力として、内在している力で、蜘蛛が巣を作るような働き、それが如是作であります。作用というのは働きで、どんなものでも力があれば、その力が外に現れまして、これは内在する力と、外に出た働きの二つということで、これを力作というのであります。

			六、如是因の歌

			　　　　☆種しあれば

			　　　　　　仏の身とも　なりぬべし

			　　　　　　　岩にも松は　生いけるものを

			　如是因であります。凡そ世の中のものは、作用が外に出て来る時は、ただ出てくるのではないのであります。色々と、梅の枝もあれば、桜の木もあることで、全て世の中のものは相対して現れて来るものです。つまり、人は人だけ、梅は梅だけというのではなくて、相対して現れ、変化という相対的なものが現れるには、因という原因、縁という周囲の境遇とか、事情とか、それから結果というものが現れて来ます。

			　次に詠いますけれど、その結果の現れたものの如是果ということ、その次に詠いますところの如是報等が、後からつながって来るものであります。

			　例えば、それを例にとって言いますと、ここにボールペンで物を書くという場合について考えて見ますと、私かこうしてボールペンを持ったとします。持ったことがすなわち因になります。如是因ですね、一枚の紙の上に字を書こうとします。その白紙が縁となります。その白い紙に一本の棒を引くことが結果になります。棒を引いたり、字を書く事が結果になります。世の中のものは全て同一のものはなくて、様々違うものでありますから、これ等のものは全て相対しているのであります。

			　ボールペンを持てば相手の白い紙が必要となり、ところがボールペンを持って書く相手が空気であっても、様々の相手が違っていますが、全て相対的に相手方があります。そこに如是因という原因と相対的にある縁であるその周囲の境遇というものがあります。白紙の上に字を書くと、そこに字が書けるという結果が現れるのであります。

			　次に詠うところの如是報という、その結果の後に残す働きが、必ずつながって現れてきます。こういうことになります。因と縁が結び合うことでありまして、これを因縁和合というのであります。

			　また、別の説明をすれば、ここにライターがあるとします。指の先で、車をくるりと回すと、ライターに火が「パッ」と着火します。この時ライターを、指で強く回転させる事が縁となります。ライターの中には、ガスがあります。ガスとライターの車の回転とが一緒になって、火がつく。火がついたのが結果となるのであります。それでこのことを因縁果というわけであります。その結果、他のものを焼くという結果が現れることになります。これが如是報に当たります。そういうように、因縁と果と報とは必ず連続して現れるものであります。つまり、因、縁、果、報といって、因があり、それに相対した縁があって、因縁和合し、その火がつくという結果が現れ、そしてものが焼けるという報があられて来る訳で、因縁果報という四つは、必ず連続して現れるのであります。

			　これで因縁果報までお話をしました。

			七、如是縁の歌

			　　　　☆岸にいたる

			　　　　　　風のしるべを　思うかな

			　　　　　　　くるしき海に　舟よそひして

			　如是縁の歌で、どういう意味かというと、「岸にいたる　風のしるべを思うかな」これは帆かけ舟のことであります。帆かけ舟が海の真っただ中にいる時には、風がどの方向に吹いているか解りにくいので、色々と苦労します。この歌の場合、つまり、岸に至る風のしるべ、というのは、帆かけ舟は岸に行くのには、どちらから良い縁の風が吹いて来れば、岸に行くことが出来るだろうかと、苦労するという歌であります。舟が走るのは如是因にあたります。それから風が吹いて来るというのは、如是縁に当たります。風の方向を考えながら舟を操ってゆくのに苦労するということを詠っているので、それでここでは如是縁を詠っている訳であります。

			八、如是果の歌

			　　　　☆秋ふかくなり

			　　　　　　果てにける　深山かな

			　　　　　　　花見し枝に　木の葉いろづく

			　秋が深くなりまして、愈々冬が近づいてくるようなことになりますと、深山の中に今まで美しく、色々の花が咲いていましたのに、木の葉は黄色や赤く色づいて、変わってゆきます。如是果は結果を詠った歌であります。次は如是報の歌です。

			九、如是報の歌

			　　　　☆うきもなほ

			　　　　　　昔のゆえと　思はずば　

			　　　　　　　いかにこの世を　恨みはてまし

			　この世の中が非常に辛いということを、昔の自分の悪い報いである、と思わなければ、そうではなくて、ただこの世の中は、苦しいものの連続であるというように、悩んで考えては、この世を恨みはてまし、この世に生活していて、世の中の無常を恨むばかりになるでしょう。ですから、そういう報いは全て、昔の夢だと思って、流し去ってしまって、世の中を楽しく暮らしていた方が良いのではないでしょうかというようなことを詠った歌であります。如是因、如是縁、如是果、如是報、そこまで続いて歌のお話をしたわけであります。

			　今は勿論、仏様のお話を続けているのであります。歌を詠んでお話をしますけれど、その歌の文学的世界の価値とか、歌道の世界でのことを論じているのではなくて、これ等の歌を昔の人たちが詠んだ歌の中から、仏様の教えの法華経の十如是の立場から見て、様々の歌を材料にして、仏教のお話を続けているところであります。

			　仏様を例にとって申しますと、仏様というのは大変に貴い、それが仏様のお姿でありまして、如是相であり、大きな智慧と慈悲の性質を持っていらっしゃるのが、如是性に当たります。一切の衆生を救う力を持っていらっしゃる、その力が如是力であります。その力が説法という働きになって現れて来る、それが如是作であります。仏様の説法が原因になって、これが如是因であります。多くの人々が聴聞にくるのが縁であります。この説法を聞きに来て、よく解った人々が後の世の中に、書き物にしたり、あるいは語り継いだりして、一冊の書物になるような結果を産んでくるのであります。これが如是果であります。仏様のお説きになった貴い教えが、多くの書籍や文献になって、積もり重なって行けば、後世の多くの衆生がそれ等を読むことによって、救われるということになります。これが如是報であります。世の中の全てを考えますと、みなこのような十如是の流れによって、説明ができるのであります。

			　現在の地球上の動物であろうと、植物であろうと、山川草木、月の動きであろうと、全てのものの上に、この如是相、如是性、如是体、三つの根本原則が備わっています。この三如是が具わっていれば、後の如是力、如是作、如是因、如是縁、如是果、如是報、如是本末究竟等というように、後の七如是が現れてくるのであります。

			　これで大体のお話を致しましたが、次は、最後の如是本末究竟等というところの歌です。

			十、本末究竟等の歌

			　　　　☆末の露

			　　　　　　もとのしづくや　世の中の

			　　　　　　　おくれ先立つ　ためしなるらん

			　これは本末究竟等の歌を詠ったものです。「末の露　もとのしずくや世の中の　おくれ先立つためしなるらん」

			　始めにわずかな露が先になって雫がおちますが、また、やがておしまいにも、同じように雫が続いて落ちます。このように先立つ雫、おしまいの雫というように、後先の順序は違いますが、先の一滴の露でも後の一滴の露でありましょうとも、時間的とか月日の経過というものが違いますが、やっぱり始めの露の一滴は、最後には同じように、露として現れるというのが、世の中の姿であります。このことを、一滴の露によって説明したのがこの歌であります。

			　仏様の教えが長い間たって、多くの人々を救済なさるということも、始めも終わりも多くの衆生を救済することには変わりはありません。世の中に早く生まれてきたとか、遅く生まれたとかいう問題ではなくて、この世に生まれて来た限りは、どんな小さなことでも、人のためになるように努力を重ねれば、長い後世を同じように利益することが出来るのであります。

			　昔の歌人が詠った数多くの歌の中で、法華経の方便品の十に如是ということを中心としてお話を致しました。

			************************

			十如私決序

			　此の玄旨は、日崇師の私決にして、密に求め、これを得、後の新学のために、板行せしむるものなり。

			　夫れ十如是とは、釈尊説法の眼目、天台観門之肝心、一代の施化、三周の演敷、皆以てこれに依り、十界の昇沈、三世の輪環、豈に復これに過ぎん哉。これを舒すれば、すなわち、十方界に遍し、これを巻けば、すなわち一刹那に収む。事理、修性、因果、体用博く蔵さめ、厚く包むなり。故に、十如只これ法華、実相の権実の正体、またこれ車体また、宝所の体、今境これ体と云う。あるいは、今経、十法を明し、一切法を摂す、と云う云々。然ればすなわち、

			理に約すれば則ち三諦円妙、

			事に約すれば、則ち十界互融、

			九界の十如、これを以て偏教を興し、

			仏界の十如、これを以て円妙を顕す。

			三千の妙境ここにおいて立し、

			一心の妙観ここにおいて成ず。

			*************************

			☆十如私決意訳

			◎日寛上人の刊行された十如私決の前書き

			　この日崇師の著述である十如私決という相伝書は、私がひそかに入手することができた貴重なものですが、後代の修学に志す学徒のために刊行をしたものです。十如是という法門は、インド釈尊の説法の最も大切な法門の一つであります。また、中国出現の天台大師の講演されたものの中でも、最も肝心の法門とも言われているものであります。

			　釈尊の一代の中でも極説の一つとされている法華経の方便品の中の三周の説法等も全て、この十如是が根本であります。地獄、餓鬼、畜生、修羅、人間、天上、声聞、縁覚、仏等の十界の衆生の浮き沈みの原理とか、過去、現在、未来の三世に渡る輪廻等も、みなこのことが、もとになっているのであります。

			　これ等のことを説き明かそうとすれば、東西南北、四方八方上下の十方法界の隅々までも渡り、宇宙の全てのことにまで及びますし、またこれを小さい極微の世界まで及ぼせば、時間的に一刹那の中におさまるような問題ともなるのであります。

			　そしてその間におさまっている宇宙出現（ビッグバン）以前の不変真如界のことから、以後の随縁真如界（現象界）のこと、また、人間の仏性の問題に対しては、修証不二の原理から、蓮華因果の法則（当体蓮華）に至るまで、実に広博な内容が含まれているのであります。

			　一言で申しますならば、十如の法門は、釈尊の極説の法華経で説き出された、諸法実相の法であるばかりでなく、宇宙の時間と空間の中の法則を、法華経の一経に摂しおさめたものということができるのであります。

			　その中でも特に大切なことは、不変真如界の三諦円妙の原理と、随縁真如界（現象界）の十界互具、百界千如是の法が互いにまどやかに完全にとけあっているという、互具互融の法門であります。その内、法界の十如是は、法華経以前の四十余年の権経を演説されたもとでありますし、仏界の十如是は、後八年の法華経を演説されたもとになった法則であります。それ故、ご本尊の根本の原理は、これで確立し、一切衆生の修行の基本的あり方は、これをもとにしているのであります。
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